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○北九州市平尾台自然の郷条例  

平成１５年３月２７日 

条例第１９号 

（設置） 

第１条 平尾台の豊かな自然に親しむ場及び平尾台の地域の産業に触れる場を

提供することにより、自然環境に対する理解を深めるとともに、平尾台にお

ける観光及び産業の振興に資するため、北九州市平尾台自然の郷（以下「自

然の郷」という。）を北九州市小倉南区大字新道寺及び平尾台一丁目１番か

ら３番までに設置する。  

（平１５条例３１・一部改正）  

（事業） 

第２条 自然の郷は、次に掲げる事業を行う。  

（１） 平尾台の豊かな自然に親しみ、憩い、遊び、学び、及び体験する場

を提供する事業 

（２） 平尾台の地域の産業に触れる場を提供する事業  

（３） 平尾台の自然環境の保全に関する啓発事業  

（４） 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事業  

（行為の制限） 

第３条 自然の郷において、次に掲げる行為をしようとする者は、あらかじめ

市長の許可を受けなければならない。 

（１） 業としての写真撮影、募金、物品の販売その他営業行為をすること。  

（２） 競技会、展示会、集会その他これらに類する催しをすること。  

（３） 花火、キャンプファイヤー等の火気を使用すること。  

（行為の禁止） 

第４条 自然の郷において、次に掲げる行為をしてはならない。  

（１） 他人の利用を妨げ、又は他人に危険を感じさせる行為をすること。  

（２） 自然の郷の施設を損傷し、又は汚損すること。  

（３） 竹木を採取し、又は植物を採集すること。  

（４） 土地の形状を変更すること。  
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（５） ごみその他の汚物を捨てること。  

（６） 鳥獣魚類を捕獲し、又は殺傷すること。  

（７） 立入禁止区域に立ち入ること。  

（８） 指定された場所以外に車両を乗り入れ、又は駐車すること。  

（利用の制限及び禁止）  

第５条 市長は、自然の郷の維持管理上必要があるときは、自然の郷の利用を

制限し、又は禁止することができる。 

（平１７条例６６・一部改正）  

（利用の許可） 

第６条 別表に掲げる自然の郷の施設を利用しようとする者は、あらかじめ指

定管理者（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に

規定する指定管理者をいう。以下同じ。）の許可を受けなければならない。  

２ 次の各号のいずれかに該当するときは、指定管理者は、前項の許可をしな

いものとする。 

（１） 公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあると認められるとき。  

（２） 自然の郷の設置の目的に反するとき。  

（３） 自然の郷の施設を損傷するおそれがあると認められるとき。  

（４） 前３号に掲げる場合のほか、自然の郷の管理上支障があると認めら

れるとき。 

（平１７条例６６・一部改正）  

（許可の取消し等） 

第７条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、第３条の許可を取り

消し、若しくは許可に付した条件を変更し、又は行為若しくは利用の中止、

原状の回復若しくは自然の郷からの退去を命ずることができる。  

（１） 前条第２項各号のいずれかに該当するとき。  

（２） この条例若しくはこの条例に基づく処分に違反し、又は関係職員の

指示に従わなかったとき。  

（３） 詐欺その他不正の行為により許可を受けたとき。  

２ 指定管理者は、前項各号のいずれかに該当するときは、前条第１項の許可
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を取り消し、利用を制限し、又は利用の停止を命ずることができる。  

（平１７条例６６・一部改正）  

（利用料金） 

第８条 別表に掲げる自然の郷の施設を利用しようとする者は、その利用に係

る料金（以下「利用料金」という。）を指定管理者に支払わなければならな

い。 

２ 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として収受させる

ものとする。 

３ 利用料金の額は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者が市長の

承認を受けて定めるものとする。利用料金の額を変更しようとするときも、

同様とする。 

４ 利用料金は、前納とする。ただし、指定管理者が特別の事情があると認め

るときは、後納とすることができる。 

（平１７条例６６・全改）  

（利用料金の減免） 

第９条 指定管理者は、あらかじめ市長が定める基準に従い、利用料金を減免

することができる。 

（平１７条例６６・一部改正）  

（利用料金の不返還） 

第１０条 既に納付した利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者が特別

の事情があると認めるときは、この限りでない。  

（平１７条例６６・一部改正）  

（指定管理者） 

第１１条 市長は、自然の郷の設置の目的を効果的に達成するため、その管理

を指定管理者に行わせる。  

（平１７条例６６・一部改正）  

（指定管理者の指定の手続）  

第１２条 指定管理者の指定を受けようとするものは、市長が別に定める申請

書に自然の郷の管理に関する事業計画書その他規則で定める書類を添えて市
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長に申請しなければならない。  

２ 前項に規定する申請があったときは、市長は、事業計画書の内容、事業計

画書に従い自然の郷の管理を安定して行う能力等を審査の上、最も適当であ

ると認めたものを指定管理者として指定する。  

（平１７条例６６・追加）  

（指定管理者が行う業務）  

第１３条 指定管理者が行う自然の郷の管理の業務は、次のとおりとする。  

（１） 第２条各号に掲げる自然の郷の事業の実施に関すること。  

（２） 自然の郷の維持管理に関すること。  

（３） 自然の郷の施設の利用の許可に関すること。  

（４） 前３号に掲げるもののほか、市長が別に定める業務  

（平１７条例６６・追加）  

（指定管理者が行う管理の基準）  

第１４条 指定管理者は、法令、この条例、この条例に基づく規則その他市長

の定めるところに従い自然の郷の管理を行わなければならない。  

（平１７条例６６・追加）  

（指定管理者の秘密保持義務）  

第１５条 指定管理者の役員若しくは職員若しくはその構成員又はこれらの者

であった者は、自然の郷の管理に関して知り得た秘密を漏らし、又は自然の

郷の管理の業務以外の目的のために使用してはならない。 

（平１７条例６６・追加）  

（指定管理者の指定の取消し等に伴う管理の業務等の特例）  

第１６条 市は、地方自治法第２４４条の２第１１項の規定により指定管理者

の指定の取消し又は期間を定めた管理の業務の全部若しくは一部の停止の命

令（以下「指定の取消し等」という。）を行ったときは、当該指定の取消し

の日から自然の郷の管理を新たな指定管理者に行わせる日の前日までの期間

又は当該停止の命令を行った期間、第１１条の規定にかかわらず、自然の郷

の管理の全部又は一部を自ら行うものとする。  

２ 前項の場合において、当該指定の取消し等の日前に当該指定の取消し等を
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受けた指定管理者に対して行われ、又は当該指定管理者が行った当該日以後

の利用に係る申請、許可、利用料金の納入その他の行為は、当該日以後の使

用に係る申請、許可、使用料の納入その他の行為として市長に対して行われ、

又は市長が行った行為とみなす。  

３ 第１項の場合において、別表に掲げる自然の郷の施設を使用しようとする

者は、第８条の規定にかかわらず、当該指定の取消し等を受けた指定管理者

が同条第３項の規定により定め、又は変更した利用料金の額に相当する額の

使用料を納入しなければならない。  

４ 第６条、第７条第２項、第８条第４項、第９条及び第１０条の規定は、前

３項の場合について準用する。  

（令３条例３２・追加）  

（委任） 

第１７条 この条例に規定するもののほか、自然の郷の管理に関し必要な事項

は、市長が定める。 

（平１７条例６６・旧第１２条繰下、令３条例３２・旧第１６条繰下） 

（罰則） 

第１８条 次の各号のいずれかに該当する者は、５万円以下の過料に処する。  

（１） 第３条の規定に違反して、許可を受けないで同条各号に掲げる行為

をした者 

（２） 第４条の規定に違反して同条各号に掲げる行為をした者  

（平１７条例６６・旧第１３条繰下・一部改正、令３条例３２・旧第１

７条繰下） 

付 則  

この条例は、規則で定める日から施行する。  

（平成１５年規則第３５号で平成１５年４月２０日から施行）  

付 則（平成１５年５月２３日条例第３１号）  

この条例は、平成１５年６月１日から施行する。  

付 則（平成１５年６月１９日条例第３９号）  

この条例は、規則で定める日から施行する。  
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（平成１５年規則第６８号で平成１５年７月２０日から施行）  

付 則（平成１６年１２月１４日条例第６４号）  

この条例は、平成１７年１月１日から施行する。  

付 則（平成１７年１０月６日条例第６６号）  

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第５条（見出しを含む。）、

第６条（見出しを含む。）、第７条（見出しを含む。）、第８条、第９条（見

出しを含む。）及び第１０条（見出しを含む。）の改正規定、第１３条第２

項を削る改正規定並びに別表の改正規定は、平成１８年４月１日から施行す

る。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に地方自治法の一部を改正する法律（平成１５年法

律第８１号）附則第２条の規定によりなお従前の例により管理を委託してい

る北九州市平尾台自然の郷の管理については、平成１８年９月１日（同日前

に地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定に基

づき北九州市平尾台自然の郷の管理に係る指定をした場合には、当該指定の

日）までの間は、なお従前の例による。 

３ この条例の施行の日前にした行為に対する罰則の適用については、なお従

前の例による。 

付 則（平成１９年６月２９日条例第２４号）  

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。  

（経過措置） 

２ 道路交通法の一部を改正する法律（平成１６年法律第９０号）附則第１条

第５号に掲げる規定の施行の日からこの条例の施行の日までの間の第１条の

規定による改正前の北九州市産業観光施設の設置及び管理に関する条例別表

第２若しくは別表第３、第２条の規定による改正前の北九州市都市公園、霊

園、駐車場等の設置及び管理に関する条例別表第１の２、第３条の規定によ

る改正前の北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例別表第３の２  社
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会教育関係の表又は第４条の規定による改正前の北九州市平尾台自然の郷条

例別表の適用については、これらの表中「道路交通法（昭和３５年法律第１

０５号）第３条」又は「道路交通法第３条」とあるのは、それぞれ「道路交

通法の一部を改正する法律（平成１６年法律第９０号）による改正前の道路

交通法（昭和３５年法律第１０５号）第３条」又は「道路交通法の一部を改

正する法律（平成１６年法律第９０号）による改正前の道路交通法第３条」

としたものとする。 

付 則（平成２８年１２月２０日条例第５５号）抄  

（施行期日） 

１ この条例は、平成２９年３月１２日から施行する。  

付 則（平成３０年６月２２日条例第４８号）抄  

（施行期日） 

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。  

付 則（令和３年１２月１７日条例第３２号）抄  

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。  

別表（第６条、第８条関係）  

（平１５条例３９・平１６条例６４・平１７条例６６・平１９条例２４・

平２８条例５５・平３０条例４８・一部改正）  

施設 金額 備考 

入場料  区分 一般 小・中学校の

児童及び生

徒 

 

１人１回  １５０円  ７０円  

野外ステー

ジ 

１時間又はその端数ごとに  １，５００円  利用者が入場料、会費その

他これらに類するもの（以

下「入場料等」という。）

を徴収する場合の額は、入

場料等の総収入額に１０
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０分の６を乗じて得た額

（当該額が規定の額の１

５割に相当する額に満た

ないときは、当該規定の額

の１５割に相当する額）と

する。 

キ

ャ

ン

プ

施

設 

テ

ン

ト

区

画 

区画

内に

駐車

する

こと

がで

きる

もの 

１０時から

翌日の１０

時まで  

１区画１回  ４，５００円  １０時から１７時までの

区分によりテント区画を

利用した場合で、１７時を

超えて翌日の１０時まで

の間の引き続く利用に係

る額は、区画内に駐車する

ことができるものを利用

する場合にあっては１，５

００円、区画内に駐車する

ことができないものを利

用する場合にあっては１，

０５０円とする。  

１０時から

１７時まで  

３，０００円  

区画

内に

駐車

する

こと

がで

きな

いも

の 

１０時から

翌日の１０

時まで  

３，０００円  

１０時から

１７時まで  

１，９５０円  

シャワ

ー 

１回 １００円  

駐車場  大型自動車  

中型自動車  

１台１回 

（１日以内）  

１，０００円

以下の範囲

内で規則で

定める額  

１ 大型自動車、中型自動

車及び普通自動車の区

分は、道路交通法の一部

を改正する法律（平成２
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普通自動車  ３００円以

下の範囲内

で規則で定

める額  

７年法律第４０号）によ

る改正前の道路交通法

（昭和３５年法律第１

０５号）第３条に規定す

るところによる。  

２ テント区画（区画内に

駐車することができな

いものに限る。）を利用

する場合は、１区画につ

き大型自動車、中型自動

車又は普通自動車１台

については、無料とす

る。 

 


